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１．ジョージア工科大学での研究活動 

がん治療の１つのアプローチとして免疫細胞の１つである T 細胞を用いた免疫療法が近年注目されて

います。免疫療法とは遺伝子工学などの技術を用いて患者の免疫細胞を修飾し、患者の免疫機能を高めて

がん細胞を排除するという医療です。免疫療法における課題として免疫チャックポイントによるＴ細胞の

機能低下や、既存薬（免疫チェック阻害薬）が高価であったり重篤な副作用をまねく可能性があったりす

ることなどが挙げられます。今回の短期留学ではチップを用いて体内環境を模倣し、細胞遊走後 T 細胞

の表現型を調べてがん治療への応用法を探る研究に携わりました。 

研究手法としては T 細胞をマウスの脾臓から取り出し、培養したのちに体内環境を模倣したチップ上

で灌流し、膜を通り抜けた遊走細胞を蛍光染色してフローサイトメトリで分析して、表現型を調べるとい

うものです。メンターの方に指導していただきながらこの一連の流れを経験させていただき、様々な実験

手法を学ぶことができました。 

 

２．研究活動における日米の違い 

私のラボは基本的に PI が不在で各自が各々の研究テーマを進めていくスタイルでした。研究で行

き詰ったり、わからないことがあったりすれば他の学生やポスドクに意見を求めて改善し、研究を進

めていくという感じで、個人の自由な考えや発想が生かしやすい環境だと思いました。また、グルー

プミーティングは週２回あり、そのうち１つは他のラボと合同でのミーティングでした。合同のミー

ティングでは自分たちのラボではやっていないような研究について触れることができる上、他のラ

ボからの質問で新しいアプローチの仕方や、プレゼンするうえでの改善点についてより深い議論に

つながり、とてもいい環境だと感じました。ミーティングの際はラボのメンバーが手作りのお菓子を

持ってきていたり、プレゼンの前後に世間話をしたりと、リラックスした雰囲気で学部生から PI ま

で誰もが議論に加われる雰囲気でした。 

研究活動においては、これは私がお世話になったラボに限った話なのかもしれませんが、細胞の培

養液などを作る際、50 mL チューブの目盛を目安につかったり、クリーンベンチの使用前後の消毒

にあまり気を配っていなかったりと少々大雑把だなと感じるところが何点かありました。研究活動

にはあまり支障がでてないのだろうと思われますが、日本のラボでは計量やコンタミによく気を付

けていたので、初めは戸惑いましたし、日本人が几帳面な性格なのかなとも思いました。 

研究の様子については、授業との兼ね合いで実験を進めている学生や、研究活動と家庭での時間の

両方を大事にして、自分に合った働き方をされているポスドクの方などがおられ、ワークライフバラ

ンスがしっかりしているなと思いました。他のアメリカの学生と進路について話すことがあったの

ですが、就職を考えている人もいれば、進学であったり、専攻分野を変えてメディカルスクールの受

験を目指したりと自分の興味ややりたいことを優先してキャリアを考えている人が多いように感じ

ました。ラボの中でも就職したのちに PhD のために大学に来ていたり、母国の大学を卒業したのち

に PhD やポスドクで研究室に所属したりしている人が何人もいました。日本でいると無難に周りに

合わせて進路を決めようという風潮があるように感じられます。一種の安心感はあるもののどこと



なく窮屈だなと思う人は少なくないでしょう。アメリカの大学では自分の夢や目標にむけた進路の

実現をする環境が整っていて、その選択が何にも縛られず自由に行える雰囲気があるのではないか

と感じました。 

 

３．米国の文化・生活面での発見・苦労等 

 1~２週間程度の短期留学は経験したことがありましたが、２か月弱留学するということは初めてでし

た。短期間だといい面ばかりで終わってしまいがちですが、長期滞在することでいい面も悪い面も含め、

日本とアメリカの違いが良く分かったように思います。衛生面や治安に関しては日本の方が安心できます

し、物価も日本の方が良心的だなと感じました。滞在先では、ホテルのハウスキーピングを頼んでも来な

かったり、少々適当だったりと、逆に日本のサービスが素晴らしすぎるのかもしれませんが、日本で生ま

れ育った身としてはなかなか納得できない部分がありました。少々大雑把で適当なところはありますが、

アメリカの人々はオープンな性格の人が多く、初対面でも気さくに話しかけてくれました。１つ印象的だ

ったのが、相手や相手の身につけている物を褒めて会話を弾ませているようだったことです。褒められる

と誰でもうれしいものですし、ポジティブな気持ちで会話を続けることができると思います。彼らのコミ

ュニケーションのとり方を見習うべきだと思いましたし、語学力も含め、コミュニケーション力を高めて

これからも沢山の人とつながっていきたいです。 

 

４．本プログラムに参加の成果・意義 

海外の大学へ留学して研究活動をしてみたい、と以前から思っていたため、今回の中谷財団のプログラ

ムに参加できたことは私にとって大きな喜びでした。ジョージア工科大学は近年 DDS（ドラッグデリバ

リーシステム）の研究が盛んだとうかがっており、この分野に興味があったため、DDS 関連の研究活動

をしてみたいと思っていました。実際に所属したラボでの研究は DDS というよりは免疫療法にフォーカ

スしたもので、正直にいうと期待していたものではありませんでした。しかし、今まであまり触れてこな

かった分野について知れたり、様々な研究手法を経験できたりと、得るものは多く、このラボで研究経験

ができてよかったと思っています。興味のある領域について突き詰めていくこともいいですが、違った領

域にも踏み入れてみることで新たな知識を得られることはもちろん、新たな視点から自分の専門分野を見

つめなおすきっかけを与えてくれるような気がしています。 

今回のプログラムでは、ラボでの研究経験だけでなく、ポスター発表や成果報告会など、研究活動の一

連の流れを経験させていただきました。締め切りに追われて寝不足になったことも含め、いい刺激でした

し、これをやり遂げたという達成感が今の私に自信を与えてくれています。 

素晴らしい経験に加えて、個性豊かな仲間にも出会えることができました。出身も専門分野も興味もバ

ラバラで、自分とは違うバックグラウンドを持つ彼らと専門分野や進路、趣味について話すのはとても面

白かったです。好きなことや自分の目標に向かってまっすぐな彼らをみていると、自然と自分も頑張らな

ければという気持ちにもなりました。 

 

５．その他 

研究活動だけでなく、休日にはアメリカの学生たちと交流したり、ニューヨークやボストンへ観光に行

ったりと楽しい日々を過ごせたことも自分にとっていい経験になりました。渡米前にアメリカの学生との

交流の機会があったことも渡米に対する気持ちを高めるとともに、自分たちが行くときに迎えてくれる仲



間がいるという安心感を得られてとても良かったです。JPfellows、USfellows ともに帰国後も連絡をとっ

ており、これからもこのあたたかい繋がりを大切にしていきたいです。 

今年の夏は私の人生で１番実りの多く忘れられない夏になりました。今回の留学で多大なご支援とご協

力をしていただいた小川様をはじめ中谷財団の皆様、ジョージア工科大学の皆様、一緒に留学した

JPfellows に感謝いたします。本当にありがとうございました。 


